
公益社団法人大分県作業療法協会2023

認知症に関する活動計画（概要）

当協会は、これまで「認知症アップデート研修」を中心に認知症支援にかかわる人
材育成に取り組んできた。また、昨年度は作業療法士向けの「認知症サポーター養成
講座」も実施した。
今年度は、認知症アップデート研修を「認知症作業療法実践研修」へと名称変更し、

4回にわたって事例検討などを行い、より実践的な内容の研修会を企画している。加
えて、各種研修会への講師派遣等を行う予定である。

認知症作業療法実践研修

2023年6月13日に、4回シリーズの1回目として“評価”に関する
研修会を実施した。日本作業療法士協会作成『認知症作業療法評
価の手引き』を用い、評価の標準化とその結果を支援に結び付け
るため思考過程の整理を行った。24名が参加した。
今後、3回の研修会を予定している。

認知症サポーター養成研修

2023年3月7日に、作業療法士による作業療法士のための「認
知症サポーター養成講座」を行ったところ、19名が参加した。

2022年12月21日に大分県社会福祉介護研修センターからの依頼で、介護予防推進
事業に係る「介護職員現任者研修」に当協会会員を講師として派遣した。また、2023
年2月2日に同センターにおいて、地域住民向けに認知症予防に関する講話を行った。
今年度は、上記研修会のほか、新たに大分県杵築市からの依頼で、医療・介護従事

者向けの研修会にも講師を派遣する予定である。

「認知症の人と家族の会」との連携

認知症支援に関する講師派遣

昨年度、「公益社団法人 認知症の人と家族の会 大分県支部」の方々と顔合わせ、
情報交換を行った。今後の連携については、現在模索中である。

■第1回〔評価編〕 日本作業療法士協会作成の「認知症作業療法
評価の手引き」の理解と、評価に焦点を当て
て事例を通した個人ワークを行う。

■第2回〔事例検討会〕評価から支援までの流れを一事例を通して深
く学習する。

■第3回〔支援編〕 第一線で活躍する作業療法士を招き、認知症
支援の実際について学ぶ。

■第4回〔事例報告会〕研修会参加者数名に実践事例を報告してもら
い、各事例についてグループワークを行う。


